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地域別最低賃金制度の改革のために
～労働弁護団の提案～
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OECD統計調査より https://www.oecd.org/tokyo/statistics/average-wages-japanese-version.htm



所得の中央値に対する各国の割合

平均賃金に対する最低賃金OECD調査によれば

２０１３年 ２０２０年

日本 ０・３９ ０．４５

フランス ０．６３ ０．６１

イギリス ０．４７ ０．５８

韓国 ０．４４ ０．６２

アメリカ合衆国 ０．３７ ０．２９



厚労省最低賃金審議会資料 「最低賃金近傍の労働者の実態について」 https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11201250-

Roudoukijunkyoku-Roudoujoukenseisakuka/0000101878.pdf



最低賃金制度の概要

•最低賃金とは
最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度を定め、使用者は、その最低賃
金額以上の賃金を支払わなければならない

•地域別最低賃金
産業や職種にかかわりなく、都道府県内の事業場で働くすべての労働者とその
使用者に対して適用される最低賃金

産業別最低賃金
特定の産業について設定されている最低賃金。関係労使の申出に基づき
最低賃金審議会の調査審議を経て、同審議会が地域別最低賃金よりも金
額水準の高い最低賃金を定めることが必要と認めた産業について設定



わが国の最低賃金制度の運用

•地域別最低賃金
中央最低賃金審議会と都道府県最低賃金制度審議会

Ａ～Ｄのランクごとの引き上げ目安額

最高（東京） １０７２円（２０２２年１０月）

最低１０県（青森・秋田・・・沖縄） ８５３円（２０２２年１０月）

格差 ２１９円 地方の人材流出へ

産業別最低賃金
実施数はごく少数

地域別最低賃金の引き上げによって減少



２０２０年最賃改定状況
中賃目安はA~D据え置き
０円 ７地域 １円 １７地域 ２円 １４地域 ３円 ９地域

２０２１年最賃改定状況
中賃目安はA~Dすべての地域で２８円
２８円 ７地域 ２９円 １７地域 ３０円 １４地域 ３１円 ９地域



２０２２年改定状況
・中央最賃の目安額は Ａ・Ｂ地域３１円

Ｃ・Ｄ地域３０円
・各地方最賃の決定額は

Ａ地域３１円
B地域３２円が３地域
Ｃ地域３１円が４地域

３４円が１地域
Ｄ地域３１円が２地域

３２円が８地域
３３円が４地域

・２２地域が目安額を上回る
Ｄ地域はすべての地域で上回る
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最賃が高い都市部に人口流出
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2019年 地域最低賃金と地域別人口の社会的増減

人口移動 最賃額



日本の地域別最低賃金制度の改革が必要
•現行目安制度（Ａ～Ｄ方式）の問題
• 地域間格差の拡大 東京と地方１０県 時給２１９円の格差
• 労働力の流出
• 地方経済衰退の原因

最低生計費は全国的に格差がない
•全国一律制度実現へ
• 世界各国の状況

•中小零細企業支援
•



日本・東京商工会議所アンケートから

2019年5月28日 日本・東京商工会議所 産業政策第2部発表資料 https://www.jcci.or.jp/saichinchosa-kekkagaiyo.pdf



中小企業支援政策

■ 中小企業支援策の充実

現行の「業務改善助成金」は極めて不十分

社会保険料の減免・消費税の減免・・・・

労働総研試算 ４兆７７５１億円

■ 財源

公的資金投入 経済のあり方を作り直すことへの市民の理解

巨大企業の内部留保額が拡大傾向



当職作成資料
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